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山形大学理学部（H29改組予定）  

理工系人材に対する社会的ニーズの高まりと多様化に対応するためには、科学技術の基礎となる理学の確固とした学理体系に基づきながら、分野横断

的な発想を備えて社会の変化に柔軟に対応し、各分野の専門知識を活かして科学・技術の革新と科学文化の創造・普及に貢献する人材を養成する

新たなカリキュラムが必要 

設置の趣旨・必要性 

 理学部理学科（入学定員210名）：カリキュラムの特色  

１年 ２年 ３年 ４年 博士前期課程 

学生が目指すゴール（キャリアパス）
に応じた履修プログラム 

卒業
研究 

主な進路 

フロンティアプログラム 
先導的研究・技術開発に携わる人材 

スタンダードプログラム 
理学に関する幅広い知識を有する人材 

サイエンスコミュニケータープログラム 
理数教育・科学文化形成を担う人材 
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製造、情報通信、環境・エネ
ルギー、公共機関などの技術
開発職、研究職、分析技術者 

製造、情報通信、流通・小売・
卸売、出版・メディア、公共 
機関などの総合職、技術職 

学術・教育サービス、教員、 
学芸員、出版・メディア関連 
業種 

◆コース別定員を設けない６つのコース 
 ・数学コース、物理学コース、化学コース、生物学コース、地球科学コース、データサイエンスコース 
 ・データサイエンスコースでは、データの概念、理論、特性、数理モデルに基づくシミュレーション等の技法を学び、自然界や実社会における膨大なデータ 
  から本質的な要素・課題を的確に抽出し解決に導く能力を持つ人材を養成する 
 
◆キャリアパスに対応した３つの履修プログラム 
 ・科学的知識と科学的思考法に基づき、幅広い視点で考える能力を身に付け、社会の様々な場で活躍する人材を養成するスタンダードプログラム 
 ・学部・大学院の実質的な６年一貫教育で、高度専門的知識・技能を身に付け、科学・技術の発展を担う人材を養成するフロンティアプログラム 
 ・地域の教育活動に積極的に参加する意欲を持ち、理科・数学の実践的な教育技能を有する人材を養成するサイエンスコミュニケータープログラム 

学修の流れ 

◆動機・探求心を重視した分野別  
 入試を前期日程と推薦で実施。 
 後期日程は分野を定めずに募集 
 
◆履修プログラムは２年生の前期 
 に、専門コースは2年生の後期 
 に選択 
 
◆学生が多様な興味・関心、能力 
 に応じて専門分野を選択し、自 
 らの将来をイメージして学習す  
 る教育プログラム 

大学院進学 

大学院進学 

理工学研究科 
接続カリキュラム 
  （大学院進学） 

教職科目、学芸員科目等 
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